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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和4年1月4日(2022.1.4)

【公表番号】特表2020-523073(P2020-523073A)
【公表日】令和2年8月6日(2020.8.6)
【年通号数】公開・登録公報2020-031
【出願番号】特願2019-566886(P2019-566886)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  27/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/42     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/52     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  15/60     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｍ   27/00     　　　　
   Ａ６１Ｆ   13/02     　　　Ａ
   Ａ６１Ｆ   13/02     ３１０Ａ
   Ａ６１Ｆ   13/02     ３１０Ｄ
   Ａ６１Ｆ   13/02     ３１０Ｍ
   Ａ６１Ｆ   13/00     ３０１Ｇ
   Ａ６１Ｆ   13/00     　　　Ｔ
   Ａ６１Ｌ   15/26     １００　
   Ａ６１Ｌ   15/42     ３１０　
   Ａ６１Ｌ   15/52     １００　
   Ａ６１Ｌ   15/28     １００　
   Ａ６１Ｌ   15/24     １００　
   Ａ６１Ｌ   15/60     １００　

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月2日(2021.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　陰圧を用いて組織部位を治療するためのドレッシングにおいて、
　ポリエステル繊維の三次元テキスタイルを備える組織インタフェースと、
　前記ポリエステル繊維の上のポリマーコーティングと、
を備えることを特徴とするドレッシング。
【請求項２】
　請求項１に記載のドレッシングにおいて、前記三次元テキスタイルが、ポリエステル繊
維の三次元織物であることを特徴とするドレッシング。
【請求項３】
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　請求項１又は２に記載のドレッシングにおいて、前記ポリマーが疎水性であることを特
徴とするドレッシング。
【請求項４】
　請求項１又は２及び３の何れか一項に記載のドレッシングにおいて、前記三次元テキス
タイルが、約４７０グラム／平方メートルの重量を有することを特徴とするドレッシング
。
【請求項５】
　請求項１に記載のドレッシングにおいて、前記三次元テキスタイルが綿繊維をさらに含
むことを特徴とするドレッシング。
【請求項６】
　請求項４に記載のドレッシングにおいて、前記三次元テキスタイルが、約６５０グラム
／平方メートルの重量を有することを特徴とするドレッシング。
【請求項７】
　請求項１に記載のドレッシングにおいて、前記三次元テキスタイルが約３８０グラム／
平方メートルの重量を有することを特徴とするドレッシング。
【請求項８】
　請求項７に記載のドレッシングにおいて、前記ポリエステル繊維が、少なくとも２つの
次元において弾性があることを特徴とするドレッシング。
【請求項９】
　請求項７に記載のドレッシングにおいて、前記ポリマーコーティングが不連続であるこ
とを特徴とするドレッシング。
【請求項１０】
　請求項８に記載のドレッシングにおいて、前記ポリマーがシリコーンであることを特徴
とするドレッシング。
【請求項１１】
　請求項８に記載のドレッシングにおいて、前記ポリマーがポリエチレンであることを特
徴とするドレッシング。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１の何れか一項に記載のドレッシングにおいて、前記組織インタフェー
スに隣接する封止層をさらに備え、前記封止層が複数のアパーチャを有することを特徴と
するドレッシング。
【請求項１３】
　請求項１乃至１１の何れか一項に記載のドレッシングにおいて、前記組織インタフェー
スが、
　前記三次元テキスタイルに隣接して配置されたポリマーフィルムと、
　前記ポリマーフィルムにおける複数の流体制限部と、
をさらに備えることを特徴とするドレッシング。
【請求項１４】
　請求項１２に記載のドレッシングにおいて、前記組織インタフェースが、
　前記封止層に隣接して配置されたポリマーフィルムと、
　前記複数のアパーチャに流体的に結合された、前記ポリマーフィルムにおける複数の流
体制限部と、
をさらに備えることを特徴とするドレッシング。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のドレッシングにおいて、前記ポリマーフィルムが疎水性であること
を特徴とするドレッシング。
【請求項１６】
　請求項１４に記載のドレッシングにおいて、前記ポリマーフィルムが、９０度を超える
水接触角を有することを特徴とするドレッシング。
【請求項１７】



(3) JP 2020-523073 A5 2022.1.4

　請求項１４に記載のドレッシングにおいて、前記ポリマーフィルムが、３０グラム／平
方メートル未満の面密度を有するポリエチレンフィルムであることを特徴とするドレッシ
ング。
【請求項１８】
　請求項１４に記載のドレッシングにおいて、前記流体制限部が複数のスロットを備え、
前記スロットの各々が、４ミリメートル未満の長さを有することを特徴とするドレッシン
グ。
【請求項１９】
　請求項１４の何れか一項に記載のドレッシングにおいて、前記流体制限部が複数のスロ
ットを備え、前記スロットの各々が、２ミリメートル未満の幅を有することを特徴とする
ドレッシング。
【請求項２０】
　請求項１４の何れか一項に記載のドレッシングにおいて、前記流体制限部が複数のスロ
ットを備え、前記スロットの各々が、４ミリメートル未満の長さと２ミリメートル未満の
幅とを有することを特徴とするドレッシング。
【請求項２１】
　請求項１４に記載のドレッシングにおいて、前記流体制限部が、前記ポリマーフィルム
にエラストマー弁を備えるか又は前記エラストマー弁から本質的に構成され、前記エラス
トマー弁が通常は閉鎖されていることを特徴とするドレッシング。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のドレッシングにおいて、前記エラストマー弁が開窓であることを特
徴とするドレッシング。
【請求項２３】
　請求項２１に記載のドレッシングにおいて、前記エラストマー弁がスリットであること
を特徴とするドレッシング。
【請求項２４】
　請求項２１に記載のドレッシングにおいて、前記流体制限部が、前記ポリマーフィルム
における複数のスリットを備え、前記スリットの各々が４ミリメートル未満の長さを有す
ることを特徴とするドレッシング。
【請求項２５】
　請求項１２乃至２４の何れか一項に記載のドレッシングにおいて、前記封止層が疎水性
ゲルを備えることを特徴とするドレッシング。
【請求項２６】
　請求項２５に記載のドレッシングにおいて、前記疎水性ゲルがシリコーンゲルであるこ
とを特徴とするドレッシング。
【請求項２７】
　請求項１乃至２６の何れか一項に記載のドレッシングにおいて、
　前記組織インタフェースの上に配置されたドレープと、
　前記ドレープを通して前記組織インタフェースに流体的に結合された流体ポートと、
をさらに備えることを特徴とするドレッシング。
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